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夏 四
季
を
彩
る
祭
り
や
行
事春

　

大
田
原
は
、
清
流
・
那
珂
川
が
流
れ
、
八
溝
山
系
の
豊
か
な
緑
に
囲
ま
れ
た
美
し
い
自
然
の
中
で
人
々
の
生
活
が
営
ま
れ

て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
か
つ
て
は
奥
州
街
道
の
宿
場
町
と
し
て
も
栄
え
、
多
彩
な
歴
史
や
文
化
を
背
景
と
し
た
四
季
折
々
の

祭
り
や
伝
統
行
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

江
戸
時
代
に
大
田
原
神

社
の
例
大
祭
と
し
て
は
じ

ま
り
、現
在
は
荒
町
・
大
久

保
・
大
手
・
上
町
・
栄
町
・
下

町
・
寺
町
・
仲
町
・
元
町（
50

音
順
）の
９
町
内
の
繊
細
で

美
し
い
彫
刻
の
施
さ
れ
た

豪
華
絢
爛
な
屋
台
が
、に
ぎ

や
か
な
お
囃
子
を
奏
で
な

が
ら
街
を
練
り
歩
き
ま
す
。

　

９
台
の
屋
台
が
集
ま
り
、

屋
台
同
士
を
ギ
リ
ギ
リ
ま

で
近
づ
け
て
行
う
大
迫
力

の
お
囃
子
の
競
演「
ぶ
っ
つ

け
」は
見
ご
た
え
十
分
で

す
。

　

龍
城
・
龍
頭
公

園
の
約
４
０
０
本

の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ

が
咲
き
誇
り
ま
す
。

　

土
日
に
様
々
な

イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
、ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
も
行
わ
れ
、夜

桜
見
物
が
楽
し
め

ま
す
。

大
田
原
市
さ
く
ら
祭

　

野
崎
第
二
工

業
団
地
内
に
、約

１･

５
㎞
の
見

事
な
桜
並
木
が

春
を
彩
り
ま
す
。

夜
間
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
が
実
施

さ
れ
る
ほ
か
、各

種
イ
ベ
ン
ト
も

開
催
さ
れ
ま
す
。

の
ざ
き
桜
ま
つ
り

芭
蕉
の
里
く
ろ
ば
ね
桜
ま
つ
り

　

黒
羽
城
址
公
園

や
芭
蕉
の
広
場
、

大
宿
街
道
な
ど
で

桜
が
咲
き
誇
り
、

散
策
ス
ポ
ッ
ト
と

し
て
多
く
の
観
光

客
で
賑
わ
い
ま
す
。

　

那
珂
川
沿
い
に

あ
る
桜
の
馬
場
公

園
で
は
夜
間
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
も
行
わ

れ
ま
す
。

大
田
原
屋
台
ま
つ
り

９月 ８月 ７月 ６月 ５月 ４月
天
狗
王
国
ま
つ
り

雅
楽
奉
納

那
須
神
社
例
大
祭

大
田
原
神
社
例
大
祭

お
お
た
わ
ら
七
福
神
御
開
帳

大
捻
縄
引
き

佐
久
山
納
涼
花
火
大
会

芭
蕉
の
里
く
ろ
ば
ね
夏
ま
つ
り

大
田
原
与
一
ま
つ
り

那
須
野
ヶ
原
国
際
芸
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

子
育
て
地
蔵
尊
夏
大
祭

八
雲
祭
（
天
王
祭
）

黒
羽
芭
蕉
の
里
全
国
俳
句
大
会

芭
蕉
の
里
く
ろ
ば
ね
紫
陽
花
ま
つ
り

鮎
解
禁

お
お
た
わ
ら
七
福
神
御
開
帳

大
田
原
屋
台
ま
つ
り

の
ざ
き
桜
ま
つ
り

芭
蕉
の
里
く
ろ
ば
ね
桜
ま
つ
り

大
田
原
市
さ
く
ら
祭

栃
木
県
な
か
が
わ
水
遊
園

正
浄
寺

那
須
神
社

大
田
原
神
社

市
内
１
社
６
寺

佐
良
土
地
内

佐
久
山
運
動
公
園

那
珂
川
河
川
公
園

大
田
原
野
崎
線
～

金
燈
籠
交
差
点

大
田
原
市
芸
術
文
化
研
究
所

光
真
寺

大
田
原
神
社

ホ
テ
ル
花
月

黒
羽
城
址
公
園
お
よ
び
周
辺

那
珂
川
・
箒
川

市
内
１
社
６
寺

大
田
原
野
崎
線

野
崎
第
二
工
業
団
地

黒
羽
城
址
公
園
ほ
か

龍
城
・
龍
頭
公
園

　

商
工
観
光
課　
　

４
階　
　

０
２
８
７（
２
３
）３
１
４
５

本
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夏

３月 ２月 １月 12月 11 月 10 月
八
龍
神
社
例
大
祭

雅
楽
奉
納

永
代
々
神
楽

下
侍
塚
古
墳
こ
も
外
し

地
蔵
尊
春
大
縁
日

大
田
原
藩
主
墓
前
祭

ど
ん
と
祭

花
市
（
大
田
原
・
佐
久
山
・
黒
羽
）

大
田
原
神
社
太
子
祭

お
お
た
わ
ら
七
福
神
御
開
帳

芭
蕉
の
里
く
ろ
ば
ね
マ
ラ
ソ
ン
大
会

大
田
原
マ
ラ
ソ
ン
大
会

佐
久
山
紅
葉
ま
つ
り

大
田
原
市
産
業
文
化
祭

光
丸
山
大
縁
日

芭
蕉
の
里
く
ろ
ば
ね
秋
ま
つ
り

下
侍
塚
古
墳
こ
も
巻
き

上
石
上
温
泉
神
社
例
大
祭

那
須
与
一
公
大
祭

八
龍
神
社

正
浄
寺

那
須
神
社

下
侍
塚
古
墳

光
真
寺

光
真
寺

那
珂
川
河
川
公
園

市
内
各
所

大
田
原
神
社

市
内
１
社
６
寺

黒
羽
運
動
公
園

Ｄ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｄ
Ｉ
Ｕ
Ｍ

佐
久
山
御
殿
山
公
園

栃
木
県
立
県
北
体
育
館
ほ
か

光
丸
山
法
輪
寺

那
珂
川
河
川
公
園

下
侍
塚
古
墳

上
石
上
温
泉
神
社

玄
性
寺

芭
蕉
の
里
く
ろ
ば
ね
紫
陽
花
ま
つ
り

大
田
原
与
一
ま
つ
り

鮎
釣
り
大
会 　

約
６
０
０
０
株
の
ア
ジ
サ

イ
の
開
花
に
あ
わ
せ
て
開
催

さ
れ
ま
す
。
期
間
中
は
、
俳

句
大
会
や
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

な
ど
各
種
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ

れ
、
夜
間
に
は
ア
ジ
サ
イ
が

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
、
１
日

を
通
し
て
ア
ジ
サ
イ
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

清
流
・
那
珂
川
は
鮎
の
漁
獲
量
が
全
国
で
も

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
あ
り
、那
珂
川
河
川
公
園
で
は
、

「
芭
蕉
の
里
く
ろ
ば
ね
鮎
釣
り
大
会
」
や
女
性
限

定「
芭
蕉
の
里
那
珂
川
レ
デ
ィ
ー
ス
鮎
釣
り
大
会
」

の
他
、
大
手
釣
具
メ
ー
カ
ー
主
催
の
鮎
釣
り
の
全

国
大
会
も
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

大
田
原
を
代
表

す
る
市
民
が
参
加

で
き
る
お
祭
り
と

し
て
、
昭
和
56
年

に
第
１
回
「
大
田

原
ふ
る
さ
と
祭
り
」

と
し
て
始
ま
り
ま

し
た
。

　

現
在
は
「
大
田

原
与
一
ま
つ
り
」

と
名
称
を
変
え
、

大
田
原
の
夏
を
彩

る
代
表
的
な
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
、
源

平
屋
島
の
戦
い
で

扇
の
的
を
射
落
と

し
た
那
須
与
一
を

称
え
る
ま
つ
り
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
、
４
年
ぶ

り
に
開
催
す
る
予

定
で
す
。

　

武
者
姿
の
「
与

一
武
者
イ
ベ
ン
ト
」

や
市
内
の
自
治
会

や
企
業
な
ど
が
参

加
す
る
「
与
一
踊

り
」の
他
、様
々
な

イ
ベ
ン
ト
が
２
日

間
に
渡
り
開
催
さ

れ
、
ま
つ
り
会
場

内
で
は
、
多
数
の

出
店
が
軒
を
連
ね

ま
す
。

芭
蕉
の
里

く
ろ
ば
ね
夏
ま
つ
り

　

約
２
０
０
０
発
の
打
ち
上
げ
花

火
が
夜
空
を
彩
り
ま
す
。
ま
つ
り

会
場
で
は
、
縁
日
や
各
種
イ
ベ
ン

ト
も
行
わ
れ
ま
す
。

佐
久
山
納
涼
花
火
大
会

　

約
５
０
０
０
発
の
打
ち
上
げ

花
火
が
夜
空
に
咲
き
乱
れ
、
河

原
で
は
先
祖
の
霊
を
の
せ
た
色

と
り
ど
り
の
燈
籠
に
様
々
な
思

い
を
込
め
て
川
面
に
浮
か
べ
る

燈
籠
流
し
が
静
か
に
行
わ
れ
ま

す
。

※祭りや行事の開催時期や内容に変更が生じる場合があります。

春
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冬冬

上
石
上
温
泉
神
社
例
大
祭

　

上
石
上
地
区
に
４
５
０
年

　

上
石
上
地
区
に
４
５
０
年

以
上
前
か
ら
伝
わ
る
県
指
定

以
上
前
か
ら
伝
わ
る
県
指
定

無
形
民
俗
文
化
財「
城
鍬
舞
」

無
形
民
俗
文
化
財「
城
鍬
舞
」

が
奉
納
さ
れ
て
い
ま
す
。

が
奉
納
さ
れ
て
い
ま
す
。

佐
久
山
紅
葉
ま
つ
り

　

推
定
樹
齢
約
１
８
０
年
の
イ
ロ
ハ
モ
ミ
ジ
を
は
じ
め
、佐
久

推
定
樹
齢
約
１
８
０
年
の
イ
ロ
ハ
モ
ミ
ジ
を
は
じ
め
、佐
久

山
御
殿
山
公
園
の
す
ば
ら
し
い
紅
葉
が
見
ら
れ
ま
す
。期
間
中

山
御
殿
山
公
園
の
す
ば
ら
し
い
紅
葉
が
見
ら
れ
ま
す
。期
間
中

は
、市
指
定
無
形
民
俗
文

は
、市
指
定
無
形
民
俗
文

化
財「
福
原
餅
つ
き
唄
」

化
財「
福
原
餅
つ
き
唄
」

や
箏
曲
演
奏
、雅
楽
吹
奏

や
箏
曲
演
奏
、雅
楽
吹
奏

な
ど
催
し
が
開
催
さ
れ

な
ど
催
し
が
開
催
さ
れ

ま
す
。
夜
間
は
ラ
イ
ト

ま
す
。
夜
間
は
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
も
実
施
さ
れ
、幻

ア
ッ
プ
も
実
施
さ
れ
、幻

想
的
な
雰
囲
気
を
楽
し

想
的
な
雰
囲
気
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

那
須
神
社
例
大
祭

　

恒
例
行
事
の
流
鏑
馬
や

恒
例
行
事
の
流
鏑
馬
や

獅
子
舞
、
子
ど
も
相
撲
大

獅
子
舞
、
子
ど
も
相
撲
大

会
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

会
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

芭
蕉
の
里

く
ろ
ば
ね
秋
ま
つ
り

　

地
域
の
企
業
や
住
民
が
一

地
域
の
企
業
や
住
民
が
一

緒
に
な
っ
て
楽
し
め
る
「
地

緒
に
な
っ
て
楽
し
め
る
「
地

域
の
ま
つ
り
」
と
し
て
様
々

域
の
ま
つ
り
」
と
し
て
様
々

な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、

な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、

多
く
の
出
店
が
軒
を
連
ね
ま

多
く
の
出
店
が
軒
を
連
ね
ま

す
。
す
。

永
代
々
神
楽

　

那
須
与
一
宗
隆
公
が
屋
島
の
戦
功
に
よ

那
須
与
一
宗
隆
公
が
屋
島
の
戦
功
に
よ

り
那
須
の
総
領
と
な
り
、１
１
８
７
年
に
那

り
那
須
の
総
領
と
な
り
、１
１
８
７
年
に
那

須
神
社
の
社
殿
を
再
建
し
、舞
楽
を
奉
納
し

須
神
社
の
社
殿
を
再
建
し
、舞
楽
を
奉
納
し

た
こ
と
に
は
じ
ま
り
ま
す
。

た
こ
と
に
は
じ
ま
り
ま
す
。

　

地
元
の
郷
土
芸
能
保
存
会
と
と
も
に
小

　

地
元
の
郷
土
芸
能
保
存
会
と
と
も
に
小

学
生
も
舞
手
を

学
生
も
舞
手
を

務
め
、笛
太
鼓
に

務
め
、笛
太
鼓
に

合
わ
せ
、独
特
の

合
わ
せ
、独
特
の

足
の
動
き
で
扇

足
の
動
き
で
扇

子
を
ひ
ら
ひ
ら

子
を
ひ
ら
ひ
ら

舞
わ
せ
な
が
ら

舞
わ
せ
な
が
ら

堂
々
と
神
楽
を

堂
々
と
神
楽
を

披
露
し
ま
す
。

披
露
し
ま
す
。

ど
ん
と
祭

　

昭
和
昭
和
5151
年
か
ら

年
か
ら

毎
年
実
施
し
て
い

毎
年
実
施
し
て
い

る
新
春
恒
例
行
事

る
新
春
恒
例
行
事

で
、正
月
飾
り
な

で
、正
月
飾
り
な

ど
を
入
れ
た
や
ぐ

ど
を
入
れ
た
や
ぐ

ら
に
地
元
中
学
校

ら
に
地
元
中
学
校

弓
道
部
の
学
生
が

弓
道
部
の
学
生
が

火
の
つ
い
た
矢
を

火
の
つ
い
た
矢
を

放
っ
て
点
火
し
、

放
っ
て
点
火
し
、

焚
き
上
げ
ま
す
。

焚
き
上
げ
ま
す
。

マ
ラ
ソ
ン
大
会

花
市

　

大
田
原
は
、
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
域
振
興
も
盛
ん

大
田
原
は
、
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
域
振
興
も
盛
ん

で
、
特
色
の
異
な
る
２
つ
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会
を
開
催

で
、
特
色
の
異
な
る
２
つ
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

し
て
い
ま
す
。

　
「
大
田
原
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」
は
、
昭
和

　
「
大
田
原
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」
は
、
昭
和
6363
年
か
ら
は

年
か
ら
は

じ
ま
っ
た
県
内
唯
一
の
日
本
陸
上
競
技
連
盟
公
認
の

じ
ま
っ
た
県
内
唯
一
の
日
本
陸
上
競
技
連
盟
公
認
の

大
会
で
、
世
界
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
が
集
い
ま
す
。

大
会
で
、
世
界
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
が
集
い
ま
す
。

　
「
芭
蕉
の
里
く
ろ
ば
ね
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」
は
、
小
学

　
「
芭
蕉
の
里
く
ろ
ば
ね
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」
は
、
小
学

生
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
い
年
齢
層
の
方
々
に
そ
れ

生
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
い
年
齢
層
の
方
々
に
そ
れ

ぞ
れ
の
体
力
に
あ
っ
た
マ
ラ
ソ
ン
を
楽
し
ん
で
い
た

ぞ
れ
の
体
力
に
あ
っ
た
マ
ラ
ソ
ン
を
楽
し
ん
で
い
た

だ
く
大
会
で
す
。

だ
く
大
会
で
す
。

　

大
田
原
地
区
・
佐
久
山

大
田
原
地
区
・
佐
久
山

地
区
・
黒
羽
地
区
で
そ
れ

地
区
・
黒
羽
地
区
で
そ
れ

ぞ
れ
開
催
さ
れ
ま
す
。
３

ぞ
れ
開
催
さ
れ
ま
す
。
３

地
区
と
も
歴
史
は
古
く
、

地
区
と
も
歴
史
は
古
く
、

江
戸
時
代
か
ら
続
く
花
市

江
戸
時
代
か
ら
続
く
花
市

も
あ
り
ま
す
。

も
あ
り
ま
す
。

　

会
場
で
は
、
だ
る
ま
や

　

会
場
で
は
、
だ
る
ま
や

お
飾
り
な
ど
の
縁
起
物
の

お
飾
り
な
ど
の
縁
起
物
の

ほ
か
、
食
べ
物
の
出
店
が

ほ
か
、
食
べ
物
の
出
店
が

軒
を
連
ね
ま
す
。

軒
を
連
ね
ま
す
。

天
狗
王
国
ま
つ
り

　

湯
津
上
地
区
の
地
域
振
興
事
業

湯
津
上
地
区
の
地
域
振
興
事
業

と
し
て
は
じ
ま
り
、例
年
栃
木
県

と
し
て
は
じ
ま
り
、例
年
栃
木
県

な
か
が
わ
水
遊
園
を
会
場
に
、様
々

な
か
が
わ
水
遊
園
を
会
場
に
、様
々

な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
４
年
度
は
北
関
東
最
大
の

　

令
和
４
年
度
は
北
関
東
最
大
の

よ
さ
こ
い
イ
ベ
ン
ト
や
食
Ｐ
Ｒ
イ

よ
さ
こ
い
イ
ベ
ン
ト
や
食
Ｐ
Ｒ
イ

ベ
ン
ト
、花
火
大
会
な
ど
を
同
日

ベ
ン
ト
、花
火
大
会
な
ど
を
同
日

開
催
し
、大
い
に
賑
わ
い
ま
し
た
。

開
催
し
、大
い
に
賑
わ
い
ま
し
た
。
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